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齲蝕の診査・診断は、伝統的に診査者による視診並びに触診によって⾏わ
れる。また、齲蝕診断に重要な齲蝕活動性の判定も同様である。これらは訓
練とすり合わせが重要で、主観的で定量が困難な点が挙げられる。これらを
補う⽬的で齲蝕診査・診断機器が考案されている。

今回は、光誘導蛍光定量法（Quantitative Light-induced Fluorescence: 
QLF法）及びラマン分光法（Stimulated Raman scattering spectroscopy: 
SRS法）を紹介する。QLF法は、齲蝕部位が健全部位よりも蛍光度が低いこ
とを利⽤し定量する⽅法である。我々の研究より数秒間の連続的な画像撮影
時に⻭⾯を強制乾燥させ、蛍光度の変化率が⼤きい⽅が活動性齲蝕であると
いう事が⽰唆された。また、蛍光度の減少量はマイクロCTによる間接的ミネ
ラル容量とも強い相関が⽰された。これらから、QLF法は客観的に齲蝕を定
量が可能で、また齲蝕活動性を判定できることが⽰唆された。SRS法は、⼊
射光とラマン散乱光の波⻑差が分⼦振動のエネルギー分に相当することを利
⽤し、分⼦構造や結晶構造などの情報を得る。本講演では新たな機器・⽅法
を⽤いた脱灰客観的・定量的齲蝕発⾒・検出法を紹介したい。
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